
収入支出差引額
41億6,068万円

❶行政評価／政策企画課（☎51・３１５１）        45149　　　❷行財政改革プラン／行政課（☎51・２０２７）        39009
❸職員の給与など／人事課（☎51・２０５０）        8376                           ❹財政状況／財政課（☎51・２１１７）        20033
※上記のほか、市役所じょうほうひろばでも政策分析報告書や行財政改革プラン2016取組状況報告書、人事行政の運営等の状況に関する報

告書などを閲覧できます。詳細はホームページをご覧ください

問
合
せ

平成29年度決算の状況●❹
平成29年度　一般会計・特別会計決算

財政課　松井宏親

収入
1,261億
6,186万円

一般会計
市税（51.4％）

648億2,924万円

国庫支出金
（15.0％）

189億2,958万円
県支出金（7.7％）
96億8,794万円

地方消費税交付金
（5.4％）
68億7,211万円

諸収入（3.7％）
47億85万円

市債（6.5％）
82億2,892万円

繰入金（1.7％）
21億5,346万円

地方譲与税など（4.5％）
57億1,069万円

使用料・手数料（2.3％）
29億1,738万円

繰越金（1.7％）
21億3,170万円
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貸付金など（5.5％）
67億29万円

民生費
（41.4％）

505億4,988万円

土木費
（11.7％）

142億9,595万円

総務費
（9.6％）

117億5,282万円

消防費（2.8％）
34億492万円

商工費など（4.5％）
54億5,582万円

教育費
（11.3％）
138億2,828万円

公債費
（7.8％）
95億5,971万円

公債費（7.8％）
95億5,971万円
物件費（13.7％）
166億8,597万円

繰出金（14.1％）
172億1,218万円

人件費（16.5％）
201億5,680万円

扶助費（27.1％）
330億8,282万円

普通建設事業費（15.2％）
186億342万円

衛生費（10.8％）
131億
5,381万円

支出
1,220億
118万円

一般会計

特別会計名 収入 支出 収入支出差引額
競輪事業
国民健康保険事業
総合動植物公園事業
公共駐車場事業
地域下水道事業

149億3,356万円
406億8,143万円
20億1,276万円
2億2,175万円

10億6,499万円

134億7,795万円
377億8,253万円
20億1,175万円
1億9,680万円

10億6,499万円

14億5,561万円
28億9,890万円

101万円
2,495万円

0円

特別会計名 収入 支出 収入支出差引額
母子父子寡婦福祉資金貸付事業
介護保険
後期高齢者医療

1,992万円
231億4,825万円
77億6,345万円

602万円
223億6,993万円
77億5,811万円

1,389万円
7億7,832万円

533万円
合計 898億4,611万円 846億6,810万円 51億7,801万円

※各項目の数値は表示単位未満を四捨五入しているため、合計と内訳の数値が一致しない場合があります

一般会計は、歳入歳出ともに

過去最大の決算額となりました
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行政サービスの向上で住みよいまちづくり
平成29年度行財政の運営状況
　まちづくりの指針「第５次総合計画」に沿って、行政サービスの改善に向けた見直しなどを行う「行政評価」の結果や「行財政改革プ
ラン」の取り組みなど、豊橋市の行財政の運営状況をお知らせします。

　行政評価は、限られた財源の効果的・効率的な配分な
どを行い、行政サービスの向上に向けた改善を行う仕組
みです。市では、第5次総合計画に沿った行政評価として、
6分野44の政策について目標の達成度や社会情勢など
を総合的に分析評価する「政策評価」と、政策を推進する
ための細事業について実績に基づき進捗を評価する「細

事業評価」を一体的に行っています。
　平成29年度は「成果が上がってい
る」が21政策、「おおむね成果が上がっ
ている」が23政策となり、第5次総
合計画後期基本計画の2年目として、
おおむね順調に進捗しています。

　 行財政改革プラン２０１６は、行政の効率化と財政の健
全化を図るため、平成28～32年度を計画期間として人員
の削減や他の団体との連携による効率的・効果的な事業
実施など、行財政改革の方針と具体的な取り組みを定め
たものです。平成29年度は取り組みの2年目であり、取
組成果として主な重点目標の達成状況は右記の通りとなり
ました。また、プラン全体もおおむね順調に進捗しています。

■職員の勤務時間・休暇
職員の勤務時間は、原則、午前8時30分〜午後5時15
分の週38時間45分で、休日は土・日曜日、祝日、年末
年始（12月29日～1月3日)です。平成29年度の年次有
給休暇の平均取得日数は8.7日でした。その他にも病気、
婚姻などの休暇制度があります。また、平成29年度に
育児休業を取得した職員は２３7人でした。
■平成29年度と平成30年度の職員数の状況
平成30年度の職員数は平成29年度から12人増の３，631
人です。
■分限と懲戒の状況
平成29年度中の分限処分（公務能率の維持を目的とする
処分）は、心身の故障による休職が63件でした。また、
懲戒処分（服務規程違反、法令違反などに対する制裁的
処分）は、戒告が2件でした。
■公平委員会の業務の状況
平成29年度の勤務条件に関する措置要求は3件でした。
なお、不利益処分に関する審査請求はありませんでした。

平成29年度決算に基づく行政評価の結果

行財政改革プラン２０１６の取組状況

市職員の勤務条件や給与の状況など

●❶

●❷

●❸

■主な重点目標の達成状況
指標 実績 目標

経済的効果額
※1

29億6,750万円
（平成28～29年度累計）

70億円
（平成28～32年度）

広域連携事業実
施数※2 313件 330件

（平成32年度）
※ 1 事務の効率化、事業の見直しや人員の削減による経費削減、

新たな取り組みによる歳入の増加などの金額の総計
※ 2 市が広域（他市町村）で連携して取り組んでいる事業数

■国・県の職員と市職員との給料比較
　（各年4月1日現在）

区分 平成24年度 平成29年度
愛知県 100.8 101.5
豊橋市 100.7 99.0

※一般行政職給料を経験年数を考慮し、国を100 として比較
したもの（ラスパイレス指数）

※平成 24 年度は国家公務員の給与改定特例法による減額措
置前の参考値

■特別職の報酬など
　（平成30年4月1日現在）

区分 支給月額 期末手当
給
料

市長
副市長

1,091,000円
915,000円

5,350,044円
4,486,976円

報
酬

議長
副議長
議員

716,000円
651,000円
585,000円

3,426,060円
3,115,034円
2,799,224円

※支給額は在職期間に応じ、割落しあり

■職員の平均給料月額・年齢
　（平成30年4月1日現在）

区分 平均給料 平均年齢
　一般行政職 319,776円 39.9歳
　労務職 302,015円 44.3歳

政策企画課　花井寿邦
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